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学位論文内容の要旨
古典的ホジキンリンパ腫 (CHL) は炎症性背景に，HRS 細胞といわれる B 細胞由来の大
型の腫瘍細胞が存在することを特徴とするリンパ系腫瘍である。CHL における B 細胞マー
カー発現の臨床的意義は十分に解明されていないため，55 例の CHL について、CD79a の
臨床病理学的意義を解明することを目的とした。55 例は免疫染色にて 20 例の CD79a 陽性
群と 35 例の CD79a 陰性群に分けられた。CD79a と CD20 の発現に有意な相関は見られな
かった (rs = 0.125, P = 0.362)。CD79a 陽性群は有意に発症時年齢が高年齢であった (P =
0.011)。臨床病期 (CS) (P = 0.203)，縦隔病変 (P =  0.399)，節外病変 (P = 0.749)，LDH
(P = 1) や sIL-2R (P = 0.362) などの検査成績については，CD79a の陽性群と陰性群とで
有意差はなかった。全生存率 (P =0.005) と無増悪生存率 (P = 0.007) は，CD79a 陽性群
と陰性群とで有意差があった (5 年全生存率は各群で 64.6%，90.5%，5 年無増悪生存率は
各群で 44.0%，76.6%)。CD79a 陽性細胞率が 80%以上の 5 症例のうち男性が 4 症例，女性
が 1 症例で，52～81 歳で，うち 4 症例の CS が限局期であった。CD79a 陽性 CHL は臨床
病理学的に特徴のある一群と考えられた。
論文審査結果の要旨
本研究では、古典的ホジキンリンパ腫（CHL）に出現する Hodgkin and Reed-Sternberg 
(HRS)細胞といわれる B 細胞由来大型腫瘍細胞の特徴を明らかにするため、CD79a の発現に
着目して検討した。55 例の CHL を免疫染色にて解析したところ、CD79a 陽性は 20 例、陰性
例は 35 例であった。CD79a 陽性群は発生時年齢が優位に高年齢であった。臨床病期、縦隔
病変、節外病変や sIL-2R について、両群間で差はなかったが、全生存率と無増悪生存率は、
CD79a 陽性群で有意に低下していた。今後、症例数を増やし、CD79a 発現の意義について検
討が必要であるものの、本成果は、CD79a 陽性 CHL は臨床病理学的に特徴のある一群である
ことを明らかにした点で評価できる。 
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。 
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